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論　文　内　容　要　旨
矯正的歯の移動は,歯周組織にメカニカルストレスを負荷することにより,歯槽骨圧迫側での骨吸収と伸展
側での骨新生を選択的に引き起こすことで生じる｡本研究ではメカニカルストレスの中でも伸展刺激に着目し,
ヒト歯根膜線維芽細胞に伸展刺激を負荷した場合の破骨細胞形成に与える影響を検討した｡
ヒト歯根膜線維芽細胞をconfluentになるまで培養し,周期的伸展力(伸展率15%,伸張: 1秒/緩和: 1
秒)を負荷し,刺激後の培養上清を回収した｡ 1α,25-(OH)2D3存在下でヒト末梢血単核球を培養し,培養上
清を添加して破骨細胞形成への影響を調べた｡また, ELISA法にてヒト歯根膜線維芽細胞培養上清中のOs-
teoprotegerin (OPG)量を測定した｡
伸展刺激を負荷したヒト歯根膜線椎芽細胞の培養上清を加えることにより,破骨細胞形成は減少した｡また,
伸展刺激を負荷したヒト歯根膜線維芽細胞培養上清中のOPG量は増加していた｡以上より,伸展刺激によっ
てヒト歯根膜線維芽細胞から産生されるOPGが増加し,破骨細胞形成制御が引き起こされている可能性が示
唆された｡
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審　査　結　果　要　旨
矯正的歯の移動は,歯周組織にメカニカルストレスを負荷することにより,歯槽骨圧迫側での骨吸収と伸展
側での骨新生を選択的に引き起こすことで生じる｡本研究ではメカニカルストレスの中でも伸展刺激に着目し,
ヒト歯根膜線維芽細胞に伸展刺激を負荷した場合の破骨細胞形成に与える影響を検討した｡　　　　　　　ノ
ヒト歯根膜線維芽細胞をconfluentになるまで培養し,周期的伸展力(伸展率15%,伸張: 1秒/緩和: 1
秒)を負荷し,刺激後の培養上溝を回収した｡ 1α, 25-(OH)2D3存在下でヒト抹消血単核球を培養し,培養上
清を添加して破骨細胞形成への影響を調べた｡また, ELISA法にてヒト歯根膜線維芽細胞培養上清中のOs-
teoprotegerin (OPG)量を測定し,さらにRT-PCR法にてヒト歯根膜線維芽細胞のOPG mRNA量を測定し
た｡
伸展刺激を負荷したヒト歯根膜線維芽細胞の培養上清を加えることにより,破骨細胞形成は減少した｡また,
伸展刺激を負荷したヒト歯根膜線維芽細胞培養上清中のOPG量は増加していた｡さらに,伸展刺激を加えた
ヒト歯根膜線維芽細胞のOPG mRAN量は増加していた｡以上より,伸展刺激によってヒト歯根膜線維芽細
胞から産生されるOPGが増加し,破骨細胞形成抑制が引き起こされている可能性が示唆された｡
これらの結果は,矯正的歯の移動の伸展側における歯根膜線維芽細胞の関わりの一端を明らかにした｡従っ
て,本論文は歯学及び歯科臨床の発展に大いに貢献する業績であり,博士(歯学)の学位授与に値するものと
判断する｡
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